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FIBERS & TEXTILES 

繊維事業
PLASTICS &CHEMICALS

プラスチック・ケミカル事業

東レグループは、東京に本社を置く総合化

学企業グループです。

当グループは基幹事業として繊維事業、 

プラスチック・ケミカル事業、戦略的拡大事業

として情報通信材料・機器事業、炭素繊維複合

材料事業、重点育成・拡大事業として環境・エ

ンジニアリング事業、ライフサイエンス事業

のように、3つの事業カテゴリーと6つのセグ

メントで、グローバルな製造及び販売活動を

行っています。

私たちが提供している製品は、衣料品やイ

ンテリア製品、家電製品やエレクトロニクス

製品、自動車や航空機などの素材・部材、そし

て、水処理関連機器など、皆様の身近な日常生

活のなかで使用されています。

現在、私たちは世界23カ国・地域で事業を

展開。当グループで働く社員をはじめ、お客

様、ビジネスパートナー、事業を行っている地

域や国の人々、株主や投資家の方々との密接

な関係のもと、日々の活動を行っています。

東レグループの企業理念は、“新しい価値の

創造を通じて社会に貢献”していくことです。

企業理念実現のためにも、私たちは全ての

ステークホルダーの皆さまとの関係を大切に、

今後も新しい価値を創造し続けていきます。
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＜企業理念＞

“わたしたちは新しい価値の創造を通じて社会に貢献します”

＜経営基本方針＞
お客様には、新しい価値と高い品質の製品とサービスを。

社員の人々には、働きがいと公正な機会を。

株主の皆様には、誠実で信頼に応える経営を。

そして、社会の一員として責任を果たし相互信頼と連携を。

Respect for    All Stakeholders

IT-RELATED PRODUCTS

情報通信材料・機器事業
CARBON FIBER COMPOSITE MATERIALS

炭素繊維複合材料事業
ENVIRONMENT & ENGINEERING

環境・エンジニアリング事業
LIFE SCIENCE

ライフサイエンス事業

東レプロファイル ----- Overview and Philosophy

Leading the Way in
Integrated Chemistry
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東レグループは、コア技術である「有機合成化学」「高分子化学」「バイオテクノロジー」そして「ナノテ

クノロジー」を駆使し、先端材料分野でケミストリー（化学）を核に技術革新を追求し続けています。

私たちは2010年現在、炭素繊維複合材料で約40％の、水分離用逆浸透膜事業で約30％の世界シェア

を有しています。さらに電池用部材やバイオマス素材分野でも世界N0.1を視野に「先端材料で世界の

トップ企業を目指す」という、高い目標を掲げています。

世界経済・社会の構造変化が急速に進む中で、地球環境問題や水・食料などの資源問題、経済成長に

欠かせないエネルギー問題など顕在化している経済・社会の成長制約要因に対して、私たちはさまざ

まなソリューションを提供できると確信しています。

また、世界の人々の暮らしの中でのニーズに対し、それぞれの国や地域が求める製品・サービスを

提供し、共に成長していきたいと考えています。

Listening and Understanding… on
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＜グリーンイノベーション事業＞

地球環境問題や資源・エネルギー問題といった地球規模の問題解決に対し、
「ケミストリーの力」を駆使して先端材料と“グリーンイノベーション事業” 
で世界に飛躍していきます。

ナノテクノロジー

先端材料で世界No.1を目指す東レグループ

有機合成化学 バイオテクノロジー高分子化学

繊維
プラスチック・ケミカル

成長分野・地域を中心に安定的な収益拡大を実現

基幹事業

戦略的
拡大事業

重点育成・
拡大事業

情報通信材料・機器
炭素繊維複合材料

情報通信、自動車・航空機、省エネルギー、
新エネルギーなどの成長分野に経営資源を重点投入

環境・エンジニアリング
ライフサイエンス

情報通信材料・機器、炭素繊維複合材料に
続く次の収益拡大の柱とする

Focusing on
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東レグループは、グローバル社会の発展と環境の保全・調和に積極

的な役割を果たし、全てのステークホルダーの皆様にとって存在価

値の高い企業グループであるとともに、私たち自身も持続的な成長

を実現していきたいと考えています。

私たちの誕生は1926年。今年85年を迎えました。1963年、タイ

において日本以外では初めての生産活動を開始して以来、現在では 

グループ全体で38,000人以上の東レピープルが世界の23の国と地

域で仕事をし、生活をしています。

東レグループは「化学の力」を糧として研究・技術開発に注力し、

常に新素材で時代を切り拓き、新たな需要を創造し、新しい生活文

化を産み出して来ました。

私たち東レグループは、世界のステークホルダーの皆様と共に、 

お互いを認め合い、価値観を共有し、地球規模の人類の課題と真摯

に向き合い、科学技術の進化による先端材料の創出とグリーンイノ

ベーションを通じて、共に成長を続けていきたいと願っています。

Shared Vision… and a

for Society and the World
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＜持続的成長に向けてのビジョン＞

東レグループは本年2月、2020年前後を目標とした長期経営ビジョンとそのビジョン
を実現するための、3カ年を推進期間とする中期経営課題を策定し発表しました。

本ビジョンでは、グリーンイノベーション事業の拡大とグローバルな事業拡大を 
成長戦略の大きな柱にすえています。

Long-term Sustainable Growth

Sharing Value with
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